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オイラー角で指定された回転操作を表す演算子を角運動量の固有状態を基底として行列表現

したときの行列要素（WignerのD関数)は、例えば原子核構造論では変形核の平均場解に対し

て角運動量射影を行う場合等、様々な局面で必要とされる。例えば、私の最近の研究では文献

[1]で使用した。その値を与えるWignerの公式 [2]、
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は高角運動量状態間 (jが大きい場合）では著しい桁落ちが起きるため、多倍長変数を用いての

計算が必要となる。例えば、上式で jを整数、θ = π
2
, m = k = 0とした場合には、
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となり、jが偶数なら n = j
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をとる。Wignerの公式はこの巨大な値をとりうる項 tnの差し引きとして絶対値が 1以下であ

る djmk(θ)を表したものである。この計算方法では j ∼ 54 で仮数部 53ビットの倍精度浮動小数

点実数の精度は完全に失われ、仮数部 113ビットの四倍精度浮動小数点実数を用いても j ∼ 114

で精度はゼロとなることがわかる。

なお、Wignerの公式の導出の基となるような漸化式を直接用いても同程度の桁落ちが起きる

ことが文献 [3]から読み取れる。

本講演ではこの桁落について詳しく調べ、更に、通常の倍精度実数で計算が可能な、桁落が

起きない新しい計算方法を提示する。
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